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「人生 100 年時代のフロンティア県・香川」実現計画推進懇談会議事録（要旨） 

 

日時：令和7年11月14日（金）10:00～12:00 

場所：香川県庁本館21階 特別会議室 

 

 

[委員]  

〇指標については結果が出ているものと引き続き課題があるものに分かれていると

思うが、「男女共同参画社会の実現」の分野で去年も３９ページの指標「社会全

体における男女の地位について「平等」と答えた者の割合」のパーセンテージが

上がらず課題が令和６年度も続いていると感じた。 

〇講習の受講者数や計画の策定数という数値目標ではなくアンケート結果であり、

もっと広く社会の風土・雰囲気といったものなので非常に成果が出るのが難しい

範囲とは思うが、より社会の有り様に根深く関わりのある項目なので、パネルと

かフォーラムのような点的なものではなく、面として続いていくような働きかけ

が必要な項目と感じた。県の方で長期的なプランとして具体的に考えていること

があれば伺いたい。 

 

[委員]  

〇分野１１の「魅力ある大学づくり」について、３つの指標の評価が「Ｃ」「Ｄ」

「Ｄ」とよろしくないが、全体の統計を見ても重要だと認識されているにもかか

わらずうまくいっていない。そもそもこの３つの指標というのが「魅力ある大学

づくり」を反映する指標として適切であるかどうかがまず疑問である。具体的に

言うと「県内大学等における関係機関との連携協定締結数」、「県内大学卒業生

の県内就職率」、「県内大学におけるリカレント講座の受講数」が「Ｃ」「Ｄ」

「Ｄ」となっている。魅力ある大学というのは普通、学生や保護者から見て魅力

のある大学が香川県にあるか、あるいは地域住民から見てどうか、地元の経済界

から見てどうかということであり、そういった観点から指標があればいいと思う

のだが、なかなか適当な指標がないように思う。 

〇今、県立大学の構想についての議論が進んでおり、改めて既存の香川県内の大学

の役割が重要であるという認識が深くなってきているのはいいことだと思う。 

他県と比べてもこれまで香川県と県内の大学との関わりというのは希薄であった

のではないかと思う。香川県以上に過疎が進んでいる県は様々な先駆的な取り組

みがあって、私としては、今回の県立大学の構想の議論の中でようやく既存の大

学のことも注目していただいているのかなと思う。 

〇県内大学卒業生の県内就職率に関して、定住人口の拡大に関して言うと、香川大

学は県内の高校卒業生が３割、県外が７割なので、県外から来た学生がいかに香

川大学のみならず香川県を好きになり、就職先として県内を選んでもらえるかが

重要だと認識している。 

〇「安心できる医療・介護の充実確保」に関しては、医学部医学科の地域枠等で 

お世話になっており一定の効果が上がっていると思う。一方で病院経営は非常に

苦しく、この間も附属病院は患者さんが多いから儲かっているのではと言われた
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が、全くの誤りであり、今は忙しく働けば働くほど増収にはなるが減益になると

いう仕組みになっているので、今、国会でも議論されているが、今後、地域医療

機関に経済的な支援が行われるときにはぜひ附属病院もよろしくお願いしたい。 

 

[委員]  

〇資料２の「県政世論調査から見た施策の評価」を見ると、２１ページで「人権尊

重社会の実現」の重要度は順位が５位となっており、平均値が１４位と１５位の

間であることを踏まえるとかなり上位となっている。 

これに対して、２２ページの満足度の順位は１４位ということになっており、平

均値が１０位と１１位の間であるのでこれは平均を下回っている。これは、みん

なが重要であると考えているだけに現状はまだまだ満足いっていないということ

なのかなと思う。 

〇何年か前の会議では、「人権尊重社会の実現」の重要度の順位はかなり下の方で

あるのに対して満足度はかなり上位に来ていた。それについては当時、「人権尊

重を重要であると思っている人が少ない。あまり重要でないと考えているから現

状でもう十分満足だとそういう結果が出ているのではないか」という苦言を述べ

たことがあるので、その当時と比較すると大きな進歩であり大変喜ばしいことだ

と感じる。 

〇それでも、満足度が平均より下になっているということは事実なので、今後も引

き続き、人権尊重についての理解を深め、豊かな人権感覚を身につけてもらうよ

うな政策を引き続きお願いしたい。 

〇施策の実施状況を見ると、１０１ページでは「令和の時代にも生まれた地域を調 

べる方がいる」とか「同和問題は現在も残っており引き続きの取り組みが大切だ

と思う」という意見が記載されており、１０５ページでは、結婚や就職に際して

の部落差別に繋がる身元調査を禁止している香川県の条例の認知度が１７.１％

とかなり低い状況にあるとされている。 

そして１０５ページを見ると、「人権侵害があったときに何もせずに我慢した」

と答えた人は前回の令和元年度の調査からは５．３％増加しており、５６．５％

と半数以上の人は泣き寝入りしたという結果が出ている。 

人権侵害があったときに県庁や市役所、町役場、学校、隣保館に相談したという

人は、２５５人の回答中わずか１９人で率にすると７．５％ということであり、

これは人権擁護委員も反省しなければならないところがあるとは思うが、法務局

または人権擁護委員に相談したという人はわずか２人、率にすると０．８％とい 

う数字になっている。 

人権擁護委員もボランティア活動という形で活動しているわけであまり十分な資

金もなく広報活動なども限界があるので、人権侵害が発生したときの相談窓口を

県民に周知するということについては、引き続き行政の力を注いでいただければ

と思うので、その点よろしくお願いしたい。 

 

[委員]  

〇香川経済同友会には約３６０名の会員が在籍しており、うち４分の１の約９０名

が県外に本社がある企業の四国支店長とか高松支店長とかの拠点長である。外国
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を含めて様々な地域で活躍されてきた拠点長の方が、逆に香川の魅力や課題を客

観的にとらえられるのではないかということで、拠点長会を結成して、その中

で、この「人生100年時代のフロンティア県・香川」実現計画の重要政策をテー

マとしてこれまで５回ほど意見交換をしてきた。 

その中で出た意見と、今回の資料２の結果を照らし合わせて４点ほど述べさせて

いただきたい。 

〇資料２の３３ページで「教育の充実」の分野でＤ評価となっている。 

都会では勉強は塾でやるもので学校ではないという風潮が高いが、高松には特に

栗林・亀阜校区のような優秀とされる公共教育の場がある。企業誘致や移住促進

の観点からはこうした良好な教育環境を多く整備して、対外的なＰＲ、認知度を

向上することが必要じゃないかという意見があった。 

〇２点目は「男女共同参画社会の実現」でこれもＤ評価ということで、地方の方が

都会よりジェンダーギャップが激しいにもかかわらず、本施策の中にはあまり言

及されてないのではないかという意見があった。 

その解決策として、女性や高齢者の労働力を活用するためには求人の逆で、働き

手側から、こういう環境で働きたいというのを提示して企業側がそれにアプロー

チしていく取り組みが必要ではないか、またリモートワークに関する関心が香川

県は低いのではないかという意見があった。 

〇さらに１５１ページに「県産品の振興」の分野があり、「県産品の認知度向上」

についてＣ評価となっている。 

これについては、県でも今後の方向性のところでＳＮＳでの情報発信強化に言及

しているが、県産品の生まれたストーリーをＹｏｕＴｕｂｅなどを活用したコン

テンツで発信することで、消費者の知的好奇心に訴えることができたらさらに認

知度が上がるのではないかという意見があった。 

〇最後になるが、１９８ページの「デジタル化の推進」では、かがわＤＸ Ｌａｂ

の取り組みが徐々に定着しておりＢ評価ということだが、拠点長からは、地場中

小企業のデジタル化が遅れているという印象を受けており、導入格差によっては

サプライチェーンから取り残される可能性もあるので、ＤＸ推進と人材確保は表

裏一体ではあるがスタートアップ支援も含めて自治体と民間事業者との共創、知

見集約がより一層必要じゃないかという意見があった。 

 

[委員]  

〇まず１つは、高校生へのヘルメット着用義務化を提案したい。 

昨年、香川県で高校生１１９人が自転車事故に遭い１１２人がけが、うち５人が

重傷となった。１つ間違うと、大きな重大事故に至っているところであった。 

補助金を申請した子供は昨年１０月末で２９．６％にとどまっており、私ども県

連としても、全員が市町で調査をしたところ、高校生は昨年１５％の着用率で、

一般が２０％、中学生は１００％であった。 

また、５年間の自転車の香川県の死亡事故を調べたところ、４３人亡くなったう

ちヘルメットをかぶっている人はたった１人であり、ヘルメットは大変重要であ

る。 

まず、高校生の着用を起爆剤として、そして一般へ広めていくというのはいかが
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か。ぜひ、条例等での義務化をお願いしたい。 

〇２つ目は、私が男女共同参画に３０年以上関わっており、その関係の提案にな

る。シルバー世代は前の明治民法下で、夫、主人が主になる家制度の中で育って

おり、それをずっと再生産していると感じているので、今後は、若者世代だけで

なく、家事・育児・介護に関して、シルバー世代への学習教育も大切じゃないか

と考えている。 

〇３つ目は、香川県の３つの方針の中に観光があったと思うが、ぜひ、瀬戸内海の

水中文化遺産への関心と取り組みをお願いしたい。瀬戸内海では坂本竜馬のいろ

は丸とか鎌倉時代の船も２隻見つかっており、この水中文化遺産を観光及び地域

創生への役割として、瀬戸芸を活用するなど市民が関心をもてる対策をしていた

だきたい。また１１の府県が関係している取組なので、ぜひ香川からも発信して

いただきたい。 

 

[委員]  

〇２３ページの「県民の満足度・重要度」の調査で、「子育て支援社会の実現」や

「教育の充実」が重要度も高く満足度も高いということで、本当に子育て支援に

熱心に取り組んでいただいたおかげだと感謝申し上げたい。 

一方で、子育ての分野で何がポイント下げているのかなと見たときに、例えば２

８ページ「里親の委託」のＤ評価とか、教育の分野で３３ページの「授業の内容

がよくわかるだいたいわかると答えた生徒の割合」が低いであるということがあ

げられる。 

〇ここに書かれていること以外でも、これだけＡＩが普及してきてＩＣＴの普及が

進んでも、やはり人じゃないとできない仕事・人が関わるところの評価がなかな

か上がっていない。どうしても現場で人と人とが接すること以外に、バックヤー

ドでの事務仕事・書類仕事・会議等に時間・労力と気持ちを割かれるということ

が多く見られる。学校現場の先生や、里親をコーディネートする児童福祉士の皆

さんの数が足りないっていうことが課題として挙げられているが、このバックヤ

ードの仕事をどう効率化できるのかと思ったときに、例えば、２０２ページの

「イノベーションの推進」とあるが、この革新していくイノベーションが大事だ

と思う。 

〇こちらは評価が◎で、内容を見るとsetouchi - i - baseでの取り組みというこ

とになっているが、もう少し、現場とマッチした形でイノベーションを起こして

いくような取り組みに活用していただきたい。 

〇今年、高松商業の探究の学習で、高校生が業務改善、業務改革、経営分析をする

ことに協力することになり、自分の法人の財務諸表等をお見せした。それを高校

生が分析をして損益分岐点がどこかとか、どういうところに力を入れるかとか、

ＩＣＴの力を借りてシステムを組んだりとか、若い人がこんな斬新な取り組みを

するのかと非常に感動し、取り入れたい方針も幾つかあった。 

高校生や大学生に関わってもらうことで、学生にとっても地元にこんな仕事があ

るという気づきになったと思う。学校教育、福祉の分野、そしてイノベーション

について、横断的に取り組み現場を改善していただきたい。 

〇今はＡ評価なので問題ないが、２１８ページのスポーツ振興の関係で、平成５年
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に東四国国体があったときに誘致をした県外の日本トップ選手の方が今５０代の

中盤から後半になって、優秀な指導者として優秀な選手を育てている。この人た

ちがあと５年もすると退職をされるので、優秀な指導者をどう確保していくかと

いうことも１つの課題だと思う。 

 

〔池田知事〕 

〇男女の共同参画で、ジェンダーギャップについていろんな取り組みをやっている

けれど点の取り組みではないかという指摘があったが、そういう面がまだまだあ

る。景色が変わっていないっていうのはよく感じる。今日のこの場は過半数が女

性だが色々な会合に出る中では、全部男性や、女性が１人、２人という会がほと

んどである。徐々に変わるのかもわからないが、変わってきたなっていう実感が

自分自身もこの４年間でないし、やっぱりそんなに変わらないと感じている。 

〇そういう指摘も踏まえて、こういうやり方がいいのかなと思ったのは、県庁でも

防災関係の会議があり、色々な団体の長が委員になっていただいているが、団体

の長が充て職でない団体については、代表として女性を推薦して欲しいとお願い

したところ、何団体かは女性の委員を出してもらっており、少し景色が変わっ

た。発言もいただいたし、よかったかなと思っている。まだまだだが、少し目に

見える部分があったかと思う。 

〇まだ県庁内で全体的にこうしようということが共有されてはいないが、まずはそ

ういったやり方で目に見える風景を変えることをやってはどうかと思う。 

もちろんいろいろな面があって、そういった会合だけでなく家庭での役割分担が

なかなか変わらないっていうのがあり、これが一番難しい部分かもわからない。

今度、１１月１８日に私と県内の市長が全員参加で、男女の役割分担を考えて見

直していこうとみんなで宣言していくことを予定している。 

ぜひ、目に見えるような、面になるような取り組みにしたいと思うので、引き続

き、ご指導をお願いしたい。 

〇県立大学について、今回の県立大学の拡充・新設構想が契機にもなったが、県内

の大学の卒業生が県内に就職してくれる比率っていうのはやはり高いので、今一

度、既存の県内大学と行政との関係、或いは産業界との関係を強めて、県内大学

を卒業して県内に就職という流れをもっと強くすることに取り組みたい。 

それから、病院の問題は全国から声も上がっており、物価高や人件費高に診療報

酬の上昇も追いついてなくて悲鳴が上がっているので、政府も手を打つと表明を

しているが、医療体制が維持されるように県としてもしっかり対応したい。 

〇人権相談のさらなる周知や充実については、しっかり行っていきたい。 

今の人権意識の向上の背景には、ＳＮＳの誹謗中傷問題があると思う。これは今

だんだん大きくなってきており、何とか歯止めをかけられないかと国も動いてい

るが、県としてもしっかり対応していきたい。 

〇ＤＸについて、イノベーションによる人の問題の改善の話があるが、これは今、

ＡＩの進展もあって、ロボットなどＤＸでかなり置き換えられる部分が出てきて

いるというのは事実としてある。今、そういった技術自体は県内発のものもある

が、課題になっているのはその技術の導入をするかという部分で、中小企業や介

護施設の現場などでは、導入にもう1歩腰が上がらないというのがある。そんな
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ものを入れても本当に役に立つのかという声もあるのだと思う。 

ただ、入れてみたらこんなに便利だったのかということもあるので、導入につい

ての支援を考えていきたい。導入についての費用をいくらか助成して、導入の腰

が上がるように進めてまいりたい。 

〇ヘルメットの問題は今、高校生にヘルメットをかぶって命を守ってもらおうと、

実質負担ゼロの補助事業に取り組んでいるが、それでもかぶってもらえていな

い。粘り強くやっていきたい。 

義務感のない中でヘルメット着用の流れができないかと２年頑張ってきたが、ま

だ難しく、諦めずにやっていきたい。義務化について、今の時点では考えていな

いが、命の問題なので着用率なども見ながら視野に入れないといけない場面もあ

るかとは考えている。 

〇それから、東四国国体の優秀な指導者については、ぜひ残ってもらい、ますます

活躍していただく必要がある。ご指摘いただきありがたく思う。 

〇観光、県産品について、香川は何といっても瀬戸内海の魅力というのがある。瀬

戸内国際芸術祭も影響していると思うが、瀬戸内海に国内外から注目が集まって

いるので、入口としてはこの瀬戸内海を売り出していきたい。県産品のストーリ

ーの話もあったが、この瀬戸内海をキーワードに進めてまいりたい。 

 

〔委員〕 

〇今回はＡ評価になっている移住者数と定期航空路線の指標に関連して意見を申し

上げたい。 

〇瀬戸内国際芸術祭が終わってからも、外国からの多くの訪問客が来ており、良い

ことだと思う。また、ＪＲや航空路線を使って多くの方が来ており有難く思う。 

移住者について、人間というのは１度も行ったことないところには移住しにくい

ように感じる。この間、高校の総合文化祭があったが、多くの高校生が香川県に

来て県内で何日か過ごして、沢山の思い出を持って帰ったと思う。その思い出を

振り返ったときに香川へまた行ってみようかなと思ってもらえる、こういうこと

が繰り返されるとのが理想的だ。 

〇話は変わるが、先日徳島で会合があり、徳島県知事のご挨拶の中に徳島県のパス

ポートの保有率が１０％というのがあり、驚いた。香川県はどれくらいかわから

ないが、とにかく四国は低いということである。おそらく、香川県もそこまで高

くないのではないか。資料２には載っていないが、定期路線をつけるにあたって

は、できるだけ多くの方にパスポートをまず持っていただくことがとても大事だ

と思う。高校生が近くのアジアに修学旅行に行ったりすることも考えられるほ

か、一度取得したら１０年は保有できることもあるので、できるだけ多くの方に

パスポートを持っていただくことを県の方で進めていただきたい 

定期路線はとても大事なので、これからも色々なアジアのエリアに飛んでいただ

きたい。 

 

〔委員〕 

〇なかなか医療・介護分野で、県レベルで良くすることは非常に難しいが、今の病

院の経営は非常に大変なことになっている。診療所も最近の物価高で、非常に赤
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字が増えている。１１月５日に財政制度等審議会から診療所に関する色々なデー

タが出て、恣意的かもわからないが昨年度までのデータしか出ていない。診療所

の経営も赤字のところが半数になっているという状況であり、県外からの居住者

を呼ぶには、やはり地域の医療が非常に大事になるので、病院もそうだが診療所

にも目を向ける必要があると思う。 

〇もう少し時間が経てば、国からの支援金・補助金が出てくると思うが、病院ばか

りでなく診療所医師にもご配慮いただきたい。 

資料２には医療、介護、福祉士の人数が足らなくて非常に困っているということ

が書いてあるが、今は看護師の人員が非常に不足しており、県内に看護学校は結

構あるものの卒業生はほとんど県外に出てしまう（准看護学校は県内に残ってく

れる人が多いが）ということになっている。そこに目を向けていただきたい。 

〇話は変わるが、若者の流出のところで企業誘致や新しい産業をという話があっ

た。優秀な若者を残すためには、維新が今、副都心構想を掲げているので、それ

に乗じて中央省庁を高松に呼び寄せる、１つでも声を上げておくというのは必要

ではないかと思うので提案したい。 

 

〔委員〕 

〇ほかの委員さんがおっしゃられたように、医療の方も困窮している状況であるの

でよろしくお願いしたい。 

〇男女参画の視点では、資料２の２３ページの重要度と満足度について、「男女参

画社会の実現」に関してはちょうど中間値で、評価する指標としてはＣとＤとな

っている。先ほど知事がおっしゃったように女性の委員の比率自体は上がってき

ているが、私どもはすべての県民が安心安全に暮らし活躍するというところを視

点に置いているので、それを防災分野の施策につなげるとか、災害や就業、保育

の視点も持っていただきたい。防災に関しても緊急度を高めつつ、ＢＣＰも作ら

ないといけない。ジェンダーフリーに対するアンコンシャスバイアスの解消と

か、まちづくりとしてはヨーロッパの方で19世紀に広まったシビックプライドと

いう考え方もある。それを実現できるような施策に女性委員を増やし、案を出し

ていく必要がある。イギリスとかではそこに暮らす人々がこういうまちづくりに

したいというボトムアップ的な流れで、シビックプライドに基づいたまちづくり

をして、健康に安心・安全に暮らす社会が成立したということもある。高松もす

ごく発展していると思うので、そういう街づくりの方法も考えてはどうか。 

男性・女性という固定概念はもう捨てて、すべての県民が、安心して住みやすい

地域、そして人生１００年時代を生きるという視点を持った方が良い。 

 

〔委員〕 

〇「教育の充実」について、指標「授業中にＩＣＴを活用して指導することができ

る教員の割合」がいつも低くてＤ評価になっている。先生方も現場で大変だと思

うが、私も今回の会議で紙の資料でなくｉＰａｄにデータを入れてきたが、「何

ページを開けてください」というときのスクロールがとても大変に感じる。なか

なか私が使いこなせてない部分もあるが、子供たちもこれから教科書もデジタル

化になってきておりその使い方も大変だなと思う。また、県の教育委員会が昨年
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度に実施したアンケート調査では、インターネットの使い方等に関する報告書の

中で、小学校、中学校、高校生がインターネットを使う中で困っている内容とし

て視力の低下が挙げられているので、ネットを使わなければならない時代になっ

たけれども、その使い方が非常に大事になってきていると感じている。 

〇知事の冒頭のご挨拶で、孤独の解消というお話があった。今、保護者同士の繋が

りとか先生と保護者の繋がりが非常に大事になってきていると思う一方で、昨

今、ＰＴＡは任意で強制じゃないから学校に入学したときに加入しないみたいな

話にもなってきている。 

今まではＰＴＡとかで研修会があれば保護者が参加して、子育てについて一緒に

考えたり、学習したりっていう場があったが、それがなくなってきているという

問題もある。どうすれば、保護者の学びの機会を確保することができるかを考え

たときに、強制はできないが企業や県に協力していただけないかと思う。指標

「保護者学習会への『さぬきっ子安全安心ネット指導員』の派遣数」はＢ評価に

なっており、これはコロナ禍によって学習会の回数が減ったというのもある。ぜ

ひ、企業や県庁内の皆さんで活用していただいたらこの回数が増えると思うの

で、ぜひ県庁からそして教育委員会から保護者向けの学習会を開催していただけ

たらと思う。 

〇また、この指標「保護者学習会への『さぬきっ子安全安心ネット指導員』の派遣

数」に関して、これは何をしたい指標なのかと思う。教育委員会がやっているこ

の学習会がどれだけ活用されているかも大事だが、実際的に子どもや保護者に向

けてネットリテラシーやネットの使い方の話とか、そういう学習会がどれだけ行

われているかを知りたいのであれば、このネット学習会だけではなくe-とぴあで

開催している学習会や県警が参加している学習会など色々あるかと思う。 

年間でそういう学習会をしているかとか、保護者や子供たちに啓発活動ができて

いるかを調べる指標もあってもいいのではと思う。 

〇ヘルメットの話について、高校生につけなさいというのはもちろんだが、違和感

なくつけられるようにするには、小さい頃からつけているという環境を当たり前

にすることだと思う。自転車に乗る時期になったら、ヘルメットはセットみたい

な教育をこれからしていくというのが大事だと思う。 

 

〔委員〕 

〇資料２の４９ページにある「健康長寿の推進」について、もう１００歳を超えて

いる方っていうのは珍しくなくなってきた。人口学者の統計によると、推計だが

21世紀になって生まれた方はおそらく半数以上が１００歳を超えるのではない

か、そういう傾向があるようだ。 

まさに人生１００年時代となっているが、ただ１００歳を超えるだけではなく健

康が伴わないとなかなか世の中、困ったことになると思う。 

５０ページの下の方に「明るい長寿社会づくりの推進事業」があり、そこに「か

がわ長寿大学」っていうのがある。 

私事だが高松にいる親戚がいて、１０年近く前に６５歳で定年を迎えて、さあ何

をしようか、することがないなと困っていた時にこのかがわ長寿大学のチラシを

見て、ちょっと入ってみようということで入学したそうである。 
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期間が２年ぐらいあると思うが、「ものすごくよかった、これはもう私の人生の

財産です。今後生きていくための自信になりました」というような話を聞いたこ

とがあるので、かがわ長寿大学をどんどん進めていっていただきたい。 

今、県下では高松と宇多津の２か所だけだが、５０ページの一番最後の総合評価

に、「県域で参加者数に差が見られることからより一層の啓発を行っていく必要

がある」と書いているが、おそらく、長寿大学に入学される方は、高松近辺とか

北部の方が多く、周辺部の方は少ないのではないか。 

例えば、西讃とか東讃の方からは、距離的な問題があって参加しにくいのではな

いか。これは私の希望だが、西讃とか東讃の方にも長寿大学を開放していただけ

ればありがたいと思う。 

それから、次の５１ページに指標「認知症サポーター養成数」というのがある。

これはどんどん増えていて大変喜ばしいことで、認知症サポーターについては自

分のこととして認知症の正しい理解を進めていこうということで大変いいことだ

と思うが、一方で現在、民生委員や児童委員はなり手不足で困っている。 

県下では９７％ということで３％分が定数に達していないが、長寿大学の卒業生

とか認知症サポーターの方を民生委員・児童委員にスカウトしようかと思ってい

るので、ご協力をいただければありがたい。 

 

〔委員〕 

〇分野「農林水産業の振興」の県政世論調査の結果について、昨年も満足度は下か

ら数える方が早く今年度は２５位と下から２番目で全然上がっていない。一方

で、重要度の方は３位と高くなっており、全然、前進していないなと感じた。 

〇今朝の四国新聞の朝刊でもあったように、志度湾のカキが８割から９割死んでし

まっており、この状況というのは台風が来なかったっていうことも影響している

が、海水温が２８度以上になれば瀬戸内で獲れるイカナゴやシタビラメのような

底物も死んでしまうものであり、夏場の高温っていうのが大変影響している。 

〇カキだけでなくてノリ養殖の方もこれだけ海水温が高くなれば本張りする時期も

随分遅れるので、今年もどうなのかなと思っている。カキに関してもひと月以

上、身を取り出すことはできないだろうと考えている。もうほとんど死んでしま

うっていう状況において、県の方で申請すれば補助が出るというような施策があ

ればいいなと思っている。 

〇藻場の造成について、１２９haと出ているが、これは全域に掛けてまだまだ造成

していかないと追いついていかないような状況なのか。 

昨年も問いかけをさせてもらったが、結果が出るまで３年、５年かかるというこ

とを聞いているので、何年ぐらいの期間を目途にしているのかをお聞きしたい。 

 

〔池田知事〕 

〇パスポートについて、かなり数字が落ちているっていうのは間違いないと思う。

コロナのときに取らなくなりそのままになっている。円安のこともあるが、パス

ポートが1つのきっかけになるというのも確かで、これまでもキャンペーンをや

ってきたので、機会を見つけて続けていきたい。 

〇高校生の修学旅行は以前、台湾に行ったりしていたが、コロナで全部なくなって
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少しずつ戻ってきたところ。高校生の修学旅行も台湾とか韓国とか考えていただ

くようなことを引き続き働きかけていきたい。 

〇定期路線は、ソウル、台北、台中、香港、上海とあり、外国のエアラインからも

高松空港は非常に便利だという良い評判が立っているので、これを広げることを

考えている。今、タイとベトナムに定期路線をということで、去年からチャータ

ー便の運航が始まったところ。 

世界的な飛行機需要がコロナ禍からの回復で急激に増えて、飛行機の本数がなか

なか回らないという状況で新規路線というのが少しハードルが高いが、全体的に

は高松は魅力的に思っていただいているので、このチャーターを定期便にするよ

うに力をさらに入れたいと思う。 

高松空港でもいつでも受け入れられるように、ボーディングブリッジも１つ増や

し、国際線のターミナルビルも大幅に拡張する工事をやっており、まだまだ広げ

ていきたい。 

○診療所の話は再認識しましたし、財政審のデータについては、私も報道を見て、

どうもおかしいなと感じた。しっかり現状をとらえて対応していきたい。 

○看護師の今後の心配については、この間もデータを見て、去年の春の入職者がガ

クンと減っており、県内・県外というのもあるが、やはりそのとき起こっている

ことは民間企業の賃上げが初めて５％ぐらいになったということで、２年連続で

賃金が上がったことであった。その水準になかなか追いつけておらず、そこが効

いている面もあるのでやはり処遇改善を考えていかないといけないと思う。 

准看護学校の話はその通りなので、もう一度、このスタンスを看護学校の方にも

向けて進めていきたい。 

○中央省庁については防災庁の地方支分部局の誘致の要望をしているが、本庁をこ

ちらにというのは今のところは頭にない。しかし委員からご指摘もあったことも

踏まえ、私の中でもまだはっきりとはしていないものの、一番親和性がある部分

がどこなのか、やはり四国に置くのがいいといえるようなアイデアをいただきな

がら、前向きに検討していきたい。 

○男女共同参画に絡んで、特に防災や保育等の会合での女性委員の拡充は優先的に

考えたい。 

そして、「災害も少ない」とか「住みやすい」のように、「安全安心なまち」と

いう香川の売りは非常に大きな評価を得ているので、今後ともその評価を維持

し、伸ばせる部分は伸ばしてということで、まちの魅力を上げていきたい。 

○ＰＴＡの問題については、いろんなところで聞いている。 

これもコロナ禍で全体的に参加率が下がってきたこともあるのだと思うが、一気

に活動をしなくなったら、今後は戻らないというような話もよく聞いている。た

だ、学校現場と保護者とのコミュニケーションは大事だし、視力の問題とかスマ

ホの使い過ぎという問題についても、保護者の方にいろんなところで学習会など

をやってもらうことは本当に大事なことなので、そうした学習会をやってもらう

チャンスを広げていきたい。 

○長寿大学の話があったが、私の方にもよかったという声が聞こえてきている。 

勉強もいいが、仲間ができるというのが特にいいというのがあり、これからも続

けていこうと思っているが、西讃・東讃の問題はあると思うので、何ができるか
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を考えていきたい。 

○それから認知症の件もこれから人生１００年時代に向けては避けて通れない問題

で、件数が増加していくことは間違いないので、いかに発症を遅らせるかとか、

認知症になってもやれることがいっぱいあるので今までみたいに特別扱いせずに

社会貢献してもらいながら生きがいを持ってもらうということが大事である。

今、その方向で色々な活動を市町と一緒になってしていこうと、運動や勉強につ

いてのプログラムができたので、市町にも共有しながら、そのプログラムを全部

やるのは大変でも、一部だけでも色々な機会をとらえてやってもらえるように広

げていきたい。 

○のりや漁業の懸念についての話があったが、水温を下げるというのはなかなか難

しいので、高温でも生きることができるかどうか、諦めずに県の水産試験場でも

研究を進めていきたい。 

○藻場造成についてのゴールについては、正直明確なゴールというのは今はなく

て、とにかく数が足りていないので香川大学とも連携して香川県内の海域に次々

に造成していっている。確かにどこまでやるのかは考えないといけない問題なの

で、今はもう絶対量が足りていないという認識で進めているが、その中で最終ゴ

ールも考えていきたい。 

○補助制度については、やはりこの香川の漁業を守らないといけないので、どんど

んやめられていくようなことにはならないように考えていかないといけない。 

他の産業もそうだが、欠損分に補助をするというのは最後の手段であり、まずは

事業をやっていくための新しい投資に助成をするということが県の予算という意

味でもやる価値が高いと考えており、お金を渡すだけというのではなかなかその

あとが続いていかないと思う。今回のことにしても、それを乗り越えていくため

に何か投資をするということを考えていただけたら、今年度の後半にも中小企業

の設備投資を応援するのと合わせて漁業も対象になる制度もあるので、その中で

考えていただけたらありがたい。 

 

〔淀谷教育長〕 

○多くの政策分野のお話を聞くにつけ、すべて下に「教育」をつければ、通じる言

葉になると思う。健康教育とか観光教育、環境教育とかしっかりと教育現場の中

でもやっていかなければならないと感じた。１つは良好な学校教育環境につい

て、校長先生方と話している中ではやはり教員の確保が非常に難しくなってきて

いると聞いている。加えて、子どもは数が減っているものの特別な支援を要する

生徒が増えたり、外国にルーツのある子どもが増えたり、先生自身が学ぶ機会が

どんどん減っていっているというような悪循環になっている。香川県は教員全体

で支えてきたという文化があるので、まずは教員を確保しながら、うまく学校現

場が回っていくようにしていきたい。 

○探究学習とか総合的な学習の時間は、地域と繋がった形で教育をしていくが、先

ほどお話があった健康とか環境とか幅広い分野について、教科の中で展開できる

ものは教科の中でしていきたい。 

海がなぜ高温になっているのかとかも学んでいかなければならない課題だと思う

ので、教科の中で展開できるものや探究とかで地域と繋がってできるものは、今
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もやっているが、引き続きしっかりとやっていきたい。 

○ネット利用調査の結果について、私どもが課題として認識しているのは、長時間

の利用と利用開始年齢の低年齢化である。 

基本は保護者に対する啓発をし続ける必要があると考えており、安全安心ネット

学習会も含めて、幅広い主体が取り組んでもらっており、改めて周知もしていき

たいと思っている。 

○平成５年の東四国国体について、これは人がレガシーであるという事例だった。 

香川県の場合は、学校部活動を中心とした競技力の向上を図ってきた歴史がある

ため、その学校部活動そのものが過渡期を迎えているということであるが、しっ

かりと競技力の向上に関して学校部活動や地域クラブ活動の中で展開したい。そ

の中で、指導者の確保についてどういうやり方をしていくのかについては、文科

省の方からは柔軟な教員の採用をいうことも言われているので、新たな制度とし

て選考試験の中では取り入れていきたいと考えている。 

○ヘルメットの件については、徐々に着用率が上がってきており、先般、公安委員

会とも意見交換をしたところである。 

改めて、子供たちが中心となってどういうルールづくりをしていけばいいのか

を、学校現場の中で議論していただきたいと校長先生等にお伝えしていきたいと

思う。１歩でも２歩でも先に進めたいという思いでやっていきたい。 

 

〔委員〕 

○私は銀行に勤めていることもあり、今日はお金の話をさせていただきたい。 

人生１００年時代において最も重要な条件の１つとして、一生涯お金が続くかと

いうことが挙げられると思う。そのためには１００年間、安心して暮らせるため

の資産形成と、その資産を守っていく知識をつけることが非常に重要であると思

う。 

これに関して２つ、お話をしたいと思うが、１つ目は、資産を守るという観点か

ら、特殊詐欺被害の防止についてである。８５ページをご覧いただけると、下側

に表があって特殊詐欺被害の総額が記載されている。この表の右側に令和７年度

の目標が７０００万円以下と記載されているが、令和６年度の被害額が桁が違う

６億７１０９万円となっており、８年度の目標値も７０００万円という設定をし

ていて、その数字がどうなのかというのはあるが、極めて深刻な状況になってい

る。 

少し前まではオレオレ詐欺が巷で有名だったが、今は本当に手口が様々になって

おり、中でもＬＩＮＥなどを使って投資を勧誘するＳＮＳ型の投資詐欺とか、恋

愛感情を巧みに利用したロマンス詐欺が増えてきている。また、従来は高齢者が

標的になることが中心だったが、今はもう３０代から５０代といった現役世代も

被害に遭っており、すべての世代が標的になっていると言える。手口も非常に巧

妙化をしており、水際で阻止するということが極めて難しくなってきている。 

金融機関では取引のモニタリングとか、窓口での声がけ、ＡＴＭなどでの注意喚

起など様々な対策を講じているが、今、数字をご覧いただいたように年々、詐欺

被害というのは増加している。地方公共団体においてもこのような深刻な状況を

受けとめて、警察や金融機関などと連携しながら、さらにきめ細かな対応をお願
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いしたい。 

○もう１つは資産形成のための正しい金融知識を身につけるという観点から、金融

教育の重要性についてお話をしたい。確実に儲かるなどのうまい話はないという

こと、投資にはリスクが伴うということ、また、ＮＩＳＡなどの税制上の優遇措

置があることなど、こういった基本的な金融知識を持つことができれば、詐欺被

害の防止だけではなくて、将来に備えた効率的な資産形成が可能となるのではな

いか。２０２２年の４月から、高校での金融教育が必修化されたと聞いている

が、高校教育だけではなく、小中学校、社会人、高齢者など全世代を対象とした

金融教育を一層充実させることが必要ではないかと思う。そのためにも、地方公

共団体、警察、金融機関、教育機関が連携をとった形で取り組んでいくことが重

要だと思うので、よろしくお願いしたい。 

 

〔委員〕 

○消費者の立場から申し上げると、今の現在の物価高は、毎月、何品目が高くなっ

たという状況で、主婦の立場からしたら本当に生活は大変だと思う。 

もう１つはこれだけ豊かな世の中で、６人に１人は貧困、ご飯も食べられない子

供たちもいるということを聞いた。そのことについて何とか考えていただきたい

と思う。 

○もう1つは９５ページの「地域運営組織」のことについて、都会はいいが、田舎

の方は本当に過疎化で空き家が目立ち、交通の便も不便である。ちょっと買い物

に行くだけでも２０分ぐらい車で走らないといけない地域もある。移動式のお店

に来てもらうといっても、毎日来てくれるわけではないので本当に困っている。

都会は今、熊の被害が叫ばれているが、「田舎は猿とかイノシシとかで悩んでお

り、猿とイノシシのために野菜を作っとるようなもんや」と近所のお年寄りたち

は嘆いている。地域のことを見回しても８０軒の中で１３軒が空き家という話も

聞いた。空き家をそのまま放っておいたら動物が棲んだり害が発生したりするの

で、空き家対策についても考えていただきたい。 

 

〔委員〕 

○施策評価についてのあり方について２件と、女性・若者の流出、定住、移住につ

いて１件意見がある。まず施策評価について、単年ごとの施策評価となってお

り、前年度と比較してどう改善されたのかが見えにくい。 

例えば、１１ページの「安全安心で住みたくなる香川」の評価について、資料に

は載っていないが、令和６年度はＡ評価が２３、Ｄ評価が１２、令和７年度と比

べると、Ａ評価が２つ減って、Ｄ評価が３つ増加というような状況になってい

る。 

「今後の展開」の記載欄も前年度と比べると全面的に文章が改定されたものもあ

る一方で、Ｄ評価では去年と同じような内容のものもあった。 

評価結果や改善が次にどう繋がっているのか見えにくいのは課題だと感じる。 

○２点目について、膨大なデータの事後評価となっているので、令和６年度の評価

を今、検討するというかなりのタイムラグが生じている。 

一方で、人口減少とか過疎化についてはかなり速いスピードで変化しており、こ
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の環境の変化において、適切な時期に対策が講じられて、改善されていたり評価

されているのかが見えにくい。県においても、ＡＩの活用とか評価の方法につい

て効率化をかなり検討されているとは思うが、今後のその評価のあり方について

は、ぜひご検討いただいてその状況についてもこの会議の中で教えていただきた

い。 

○女性若者の流出について、委員の中からも、地方の固定的な性別役割分担意識の

解消というご指摘があったと思う。この問題は家庭、教育、自治会、会社すべて

が繋がっているので、企業だけが積極的に解消に向けた取り組みをしていたとし

ても、家庭や自治会、地域社会などの小さなコミュニティの中では、まだまだそ

ういう役割分担意識は残っていると思う。やはり地道に1つ1つ取り組んでいく必

要があると思う中で、先ほど１８日にシンポジウムが開かれるとお伺いした。た

だ、働いている世代は平日になかなか参加することができないと思うので、シン

ポジウムでの意見や協議の内容については若者や若い世代の世帯にも届くような

形での周知方法を検討いただきたい。 

定住移住についても、今、２拠点生活や多拠点生活という柔軟な考え方が増えて

いると聞いているので、瀬戸内海や島での生活を親子で体験みたいなものをどん

どん計画をしてそのきっかけとなるものを提供することも必要かなと思う。 

 

〔委員〕 

○割り箸を作っているが、前に作っていただいてた方が亡くなり、後継の方が割り

箸に関わっていた方ではなかったがやっと作れるようになり、皆さんにもお目見

えさせていただいた。寄付をいただきながら、割り箸を今学校に配布しており、

今日もこのような形で配布させていただいた。香川のヒノキを宣伝したいという

ことで刻印もしている。 

○環境に関していうと、自然環境の指標がどれを見ても「Ｄ」になっている。 

私も団体の運営を２０００年から頑張ってやっているが、この割り箸もなかなか

周知されておらずもっと啓発をしていきたいと思っている。この割り箸を作るの

にも色々な企業の方や地域の団体の方とかうどん屋さんに協力いただいて続ける

ことができている。割り箸のリサイクルは平成１７年から続けており、まず割り

箸を回収するということから始まったが、なかなか回収が難しく回収するところ

も減ってきている。コロナがあったこともあり、もっと割り箸を回収して企業に

使ってもらえるように広めていきたいと思っているが、だんだん高齢化が進んで

おり、自分の団体もほかの団体に応援してもらうなどして、違う方たちに引き継

いでもらいたいと思っている。 

○森林についても、やはり森林関係の会議に出ると、皆さんお年を召されており、

私も含めてもう８０歳近い、あるいは８０以上の方ばかりになっている。だから

次の世代にぜひ引き継いでもらいたいと思うが、なかなか次の世代の方が育たな

い。最近は少し若い方も来ていただくようになってきて、会議に若い方がいると

思って喜んでいるところだが、もっと若い方に森林のことに携わっていただきた

い。 

香川大学の学生にも興味を示していただき、会議に入っていただいたりしてい

る。ぜひ、学校とか香川大学だけじゃなくて、他の専修学校とか色々な私立の大
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学などにお声掛けさせていただいて、森林を保全することや、こういう割り箸を

作っているということを知っていただき、もっともっと香川の森林を整備できる

ように、若い方に興味を持っていただけるように努力したいと思っているので、

ご支援をいただきたい。 

 

〔委員〕 

○今日も記者２人が来ているが、私の仕事はこういう会の中で県がこういうことを

やって、皆さんからこういう意見があったということを発信することであるが、

個人的に思ったところを述べさせていただくと、定住人口の増加がやはり大事だ

と思っている。そのためには香川の魅力をアップさせて、県民愛の醸成をより図 

っていくことが大事だと思う。瀬戸内国際芸術祭や県立アリーナの開館で非常に

盛り上がったところであり、プロジェクションマッピングや冬に初めてクリスマ

スイベントもあるので、これからも盛り上がると思うし、来年は高松ピアノコン

クールがあり初めての香川マラソンもあって、県立アリーナのイベントも名立た

るイベントがこられるということで、非常に楽しみにしている。 

ただ、マンダリンホテルや高級ホテルができることもあるので、お金はかかると

思うが、そういった人たちをターゲットにした世界に向けたもっと大きな、世界

中から本当にたくさんの人が集まるようなイベントも何か一つ考えていただきた

い。それと県民愛の醸成についてもこの会で前話したところだが、我々が世論調

査をしたところでは、香川県でずっと住んでる人たちが自己肯定感が低いわけで

はないのだが、県外からの移住者とか転勤族の人の方が幸福度が高いようであ

る。有識者に話を聞くと、香川にずっと住んでいる方は悪いところを見る傾向が

多く、自分たちの県のいいところに気づけていないというところがあると思う。

当然、香川県内には、多くの有名な企業もあるし、世界に発信する企業もたくさ

んある。農産物も魚介類も日本一のものもあるので、我々も発信者として伝えて

いきたい。また、香川県の偉人や歴史について、もっと教育の現場で教えること

も必要と思う。 

○詐欺被害について数字も出ていたが、限りなくゼロにしなければならないと思っ

ているし、交通事故も昔に比べると減ったとはいえ、まだ目標として30人という

数字があるのが被害前提みたいな感じがある。数字としてゼロにするのは無理だ

と思うが、そのあたりをうまく表現できないかなと思っている。 

 

〔池田知事〕 

○貧困の問題については、やはり深刻になってきていると思う。格差が開いている

ので、とにかく格差を広げないようにという思いで、貧困の方へ補助が届くよう

にこれからもしっかりやるということと、あとはＳＯＳをキャッチできるように

していきたい。まだＳＯＳを出せる人は不幸な状況にはならないと思うが、そこ

に至らないような人がすごく不幸な状況になると思うので、いかに周りもキャッ

チして、本人も早く相談しやすいようなネットワークや手段を広げていきたい。 

○空き家問題は、今、力を入れている。使い道がなさそうで動物が棲む恐れがある

空き家については、市町とも連携してできるだけ早く撤去していこうと加速をし

ているところ。 
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○評価と対策の関係についてご指摘があったが、その通りだと思うので改善した

い。評価のスピードアップについても、綺麗にまとめるとすると６年度の実績値

になるが、状況の変化もあってすぐに対応していかないといけないことも多いと

思う。数値が出ることにだけとらわれずにスピードを持ってやらないといけない

ものの対応を考えたい。 

○森林について、かがわヒノキに代表されるように、香川の森林の魅力が見直され

てきているのでそれを広げていきたい。森林公園は公渕や満濃池にもあるので、

そういったところにもっともっと出かけてもらえるよう、今、手を入れている。

公渕は遊歩道の整備をし、満濃池の方もかなり手を入れてもっと県民の方やお子

さんが訪れてそれを通じて関心が広がるようにやってきている。それだけではだ

めだが、森林公園には力を入れていきたい。 

○世界的イベントに関する話については、考えたいと思う。特に県立アリーナがベ

ルサイユ賞を受賞し、これは世界でも見たことがないので、世界に売り出せると

いう話を、香川県にお見えになった著名なデザイナーや建築家からもいただい

た。これからもっともっとＰＲしないといけない。県立アリーナを売り出しなが

ら、世界的な人がもっと来るようなことを考えていきたいと思うので、色々なア

イデアをいただければと思う。 

○県民愛醸成については、風景や自然については、観光客が増えてきたこともあり

良さが再認識されつつあるように思うが、委員からも話があったようにこれから

力を入れたいのは産業の部分である。香川には立派な産業がたくさんあるが、い

わゆるＢｔｏＢで一般の人を相手にした企業が少なく、企業が企業と取引するよ

うな大事な産業が多いので意外と知られていない。しかし、非常に重要なものを

作って世界に売っている優良企業がたくさんあるので、県民みんなに知ってもら

い、自分たちの香川県を誇りに思えるようにしていけば、それを担っていこうと

いう若い人材も増えてくると思う。なので、特に産業の部分には力を入れて、み

んなで共有できるようにしていきたい。 

 

〔淀谷教育長〕 

○金融教育に関しては、実はいろんな高校でやっているが、小・中学校は、金融教

育という切り口ではたぶんできていないと思う。消費者教育とか租税教育とか、

色々なことを小・中学校も含めて学校現場でやっていただいているが、私が感じ

ているのは、香川県には小学校が１００いくら、中学校も６０と高校までで２０

０以上の学校がある中で、金融とか消費者教育とかも含めてどこに教えていただ

けるリソースがあるのかを学校現場が実はあまりわかっていないという状況にあ

ると思う。今、職員に指示していることとしては、そういったプラットフォーム

みたいなものができないかということであり、そこでプレゼンスしていただい

て、各学校からオファーできるような仕組みをつくれば、先生方だけの人間関係

で進めてきた金融教育をしっかりと仕組みの中で繋いでいけるのではないかと思

って指示している。早めにそういう環境や仕組みができるようにする中で金融教

育を進めていければと考えている。 
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〔警察本部〕 

○詐欺について、委員ご指摘のとおり、今、件数が増えているところであり非常に

深刻に受けとめている。詐欺の特徴としては、例えば警察官などを騙ってその話

が本当であると誤信させるような特殊詐欺や、ＳＮＳなどを通じて交際を重ねて

信頼関係を築き、金銭をだまし取るというＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺が増えて

いる状況であり、被害者には突出した年代がないという特徴もある。県警察とし

ては、具体的な詐欺の手口の特徴や注意すべき点がより多くの県民の皆様の印象

に残るような広報を一層努めるとともに、防犯教室、巡回連絡などの対面でのご

説明の機会を重視した情報提供を行うほか、金融機関などと緊密に連携させてい

ただき、被害防止に向けた取組を推進してまいりたいと考えている。 


